
「生活習慣に関するアンケート」結果からみた現状と課題
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１）栄養・食事

減塩を意識した食事を毎日１回以上摂っている割合が少ない。
２）健康診断・がん検診

病気の予防や早期発見のために健(検)診を受けるという認識が低い。

３）歯・口腔
２０歳代から４０歳代の若年層で歯科検診を受けていない割合が多い。

４）休養・睡眠
睡眠で休養がとれている割合が少ない。

５）身体活動・運動
国が目標とする歩数に達している割合が少ない。

７）飲酒
生活習慣病のリスクを高める飲酒(2合以上)をしている市民が2割程度となっている。

８）たばこ（喫煙）
全ての場面で受動喫煙にあったと考えている市民が多い。
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６）社会活動
社会活動に参加する市民の割合が少ない。

60.9%

43.1%

15.6%
19.6%

23.0%

16.6%

57.6%

18.0%

10.3%

16.1%
19.3%

11.3%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

就労している 町内会や地域

行事などの活動

ボランティア活動 スポーツ関係の

グループ活動

趣味関係の

グループ活動

その他の

グループ活動

社会活動に参加しているかたの割合

国 市 ※国の調査同様、無回答の者は
含めず割合を算出

アンケートの調査 概要

① 調査対象 住民基本台帳から無作為に抽出した２,０００人

② 調査期間 令和６年１月１５日から１月３１日まで

④ 回収状況 男性３０２人、女性４３２人、性別無回答１７人

計 ７５１人

回収率 ３７.６％

※前回（H25）３６.５％

③ 調査方法 ・返信用封筒による回答

・インターネットによる回答
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健康診断 ８７．４％ １２．６％

体調等が心配になったら、医療
機関を受診する。

現在、体調等に問題がないから
必要ない。

受けるのが面倒。

肺がん検診 ５５．６％ ４４．４％

大腸がん検診 ６２．９％ ３７．１％

胃がん検診 ５８．９％ ４１．１％

子宮頸がん検診 ６２．８％ ３７．１％

乳がん検診 ５９．７％ ４０．３％

健康診断・がん検診の受診について

6.9%

26.1%

3.4%

29.6%
27.1%

4.1% 2.9%

8.6%

27.1%

8.9%

51.5%

59.1%

10.2%

68.9%

56.7%

5.1% 3.0%

14.3%

69.3%

24.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

家庭 職場 学校 飲食店 遊技場 行政機関 医療機関 公共交通機

関

路上

受動喫煙の状況

国 市

公共交通機関 子どもが利用する
屋外の空間


